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卓 話 
平成 24 年 10 月 23 日 

『 職業奉仕について 』 

CLP特別委員会 委員長 故金正司 

 皆さん、こんにちは。本日の卓話予定者の羽島RC

岩田さんが名古屋高速で渋滞にあい、到着できない

ため、私が職業奉仕についてのお話をさせていただ

きます。 

本日の卓話の主旨は、CLP特別委員が森副SAAよ

り依頼されたプログラムです。約半年間「ロータリーとは」をテーマに5大奉仕につい

ての基本内容を皆様と勉強して参りました。「I serve」を例に取りますと、ロータリー

を団体で学び行動する。そして、個人でその奉仕を実践することにあります。ライオン

ズは団体で行動するwe serveまでが基本であり、個人で実践するところまでは問われて

いません。 

ロータリーでは、個人で実践するところの主たる場所は、職業奉仕と申し上げても過

分ではありません。その延長上に社会奉仕の大枠があると思います。以前、多賀パスト

ガバナーから「職業奉仕は自分の仕事を一生懸命やること」と簡単明瞭に指導していた

だきました。奉仕の理念に基づき「社会の求めるところに手をさしのべる」ことに行動

し、自分を磨きあげることがロータリアンとして大切なことではないでしょうか。 

職業奉仕は、｢I serve｣の精神にあり地域社会に貢献することをまとめとし、本日の

卓話と致します。ありがとうございました。 

 


